 





平　成　２３　年　度　計　画　の　概　要





平成2３年度計画のポイント


◇　平成24年度からの新学域体制への移行及び全学組織の見直しによる大幅な組織改革を行う。


◇　学士課程教育の充実を図る。


◇　地域の活性化を目指した地域貢献に取り組む。


◇　自律的な収支構造を目指した、経営戦略を推進する。


◇　国際交流事業を積極的に展開する。


◇　戦略的な広報活動を実施し、ブランド力を強化する。


◇　府立大学と高専との連携による、人材養成の強化を図る。





３．　地域貢献の推進





（１）地域貢献


　　　・人材育成プログラムを通じた、企業マインドを持った優秀な人材の育成と社会への輩出


　　　・共同研究、受託研究等を通じた、産業活性化への貢献


　　　　　○共同研究・受託研究目標450件（平成22年度目標450件）


　　　　　○特許取得累計件数90件（平成22年度目標65件）


　　　・地域の自治体との連携による、シンクタンク機能の強化


　　　・積極的な公開講座の開催


　　　　　○公開講座目標数75講座（平成22年度目標46講座）


　　　・社会人のキャリアアップのための教育の充実


・ＷＥＢ博物館の構築


　　　


（２）諸機関との連携


　　　・地域連携研究機構の創設による、地域連携窓口の一元化


　　　・府内教育委員会と連携し、高大連携の拡充や初等教育の質の向上への取り組み


・工業に関する学科を置く高等学校や大阪府教育センター附属高校等からの特別入学の検討


・府立病院機構をはじめとした府内公的医療機関等への就職促進


・公設試験研究機関との連携による、技術力向上や人材育成面での中小企業への支援


・グリーンエネルギー関連企業を中心としたベイエリア企業との連携促進





１．　大学改革の推進


　　　　　　・教育研究の質の向上や、地域貢献強化のための全学組織の見直し


　（7学部28学科→4学域13学類）


・研究領域ごとの新しい教員組織の設置


・学士課程教育の充実に向けた取り組み





２．　教育・研究の質の向上





大阪府立大学





（１）教育内容の充実、研究水準向上のための取り組み


　　　・３つのポリシーの明確化


（アドミッションポリシー、カリキュラムポリシー、ディプロマポリシー）


・初年次ゼミナールの先行実施


・学士課程教育改善のためのＩＲ活動の実施


・地域産業牽引型高度人材育成プログラムの積極的な推進


　　　・教員の教育改善、及び学生の自己把握のためのポートフォリオシステムの構築


　　　・現代システム科学域において社会のリーダーとなる人材を育成するカリキュラムの作成


　　　・高等教育推進機構における共通教育の充実の検討


（２）学生支援の強化


・奨学金制度の創設についての検討


・ラーニングコモンズの整備


・健康管理センター棟の新設による、保健室、学生相談室の一体的な運営による


学生相談環境の充実


（３）国際化の推進


・国際交流推進機構の設置、留学生への日本語教育の充実


・本学を卒業した留学生のネットワーク構築などによる留学生のリクルートの実施


　　○留学生目標200名


・学生の海外学会発表、国際会議参加の促進





大阪府立大学工業高等専門学校





（１）教育内容の充実、研究水準向上のための取り組み


　　　・「英語教育連携ネットワーク（仮称）」の設置などによる、英語教育の充実


　　　・本科4年次と専攻科１年次におけるインターンシップの一層の充実


　　　・各種外部資金の積極的な獲得と、研究成果の授業への還元


（２）学生支援の強化


　　　・キャリア教育支援室の設置や、キャリアデザイン支援計画の策定･実施


　　　・学生相談室と臨床心理士によるカウンセリング体制の充実・専門医との連携





大学と高専の連携





　　　・高専の本科卒業生・専攻科修了生の府立大学学部・大学院への特別推薦制度の検討


　　　・府立大学学術情報センター及び地域連携研究機構と高専との連携





資料３－１





４．　業務運営の改善･充実





（１）業務運営の改善


・役員会を構成する理事長・理事の半数以上を外部登用


・教員業績評価制度の導入


　　　・教員組織の再編


　　　・新システムの円滑な運営と、ＩＣＴ活用のアクションプランの推進


　　　・法人独自職員への切り替え（大阪府立大学：府派遣職員の削減170名→67名）


　


（２）財務内容の改善


・教職員組織のスリム化に向けた取り組み


　（大阪府立大学教員数平成23年度728名⇒平成24年度708名


職員数平成23年度190名⇒平成24年度180名、


大阪府立大学工業高等専門学校教員数平成23年度78名⇒平成24年度76名）


・自主財源捻出のための取り組み


　（各種外部資金の獲得、ふるさと納税制度の活用、獣医臨床センターの診療報酬等の見直し）





　（３）自己点検・評価、情報の提供、その他


・平成22年度に実施した自己・点検評価による、大学運営の改善計画の作成


・広報室の設置による、入試広報も含めた一元的な広報活動の展開


・各種大学ランキングの評価基準等の把握などによる、ランクアップに向けた取り組み


・「環境対策推進会議（仮称）」を設置し、エコキャンパスへの取り組みの推進


　　○ＣＯ２削減率１％（対平成22年度比）








